
   

   

 

 

― 白子町農業委員会だより ＮＯ．３５ ― 

 

 

『 町の頑張る農業担い手集団 』 を皆さんに紹介します。 

 

水田農業振興体制の確立と美味しい米生産への取り組み 

 

白 子 町 稲 作 研 究 会 

 

昭和３８年からの県営事業により整備された３０ａ区画の圃場を基盤に機械化が進み、規模拡大を図る農家が

現れ、町内各所にライスセンターが整備された状況の中、昭和６１年４月、稲作栽培技術の向上、経営の合理化

を図るとともに会員相互の情報交換及び親睦を図ること。また、共同活動を通じて農村地域発展を寄与すること

を目的に、生産者２７名が集まり 「白子町稲作研究会」 が設立されました。 

食味を重視した“こだわりの米作り”として、有

機米、減農薬米、ステビア米、アイガモ米など

様々な栽培に取り組むとともに、栽培意識向上

を目的に「食味コンクール」を開催。また、低コ

スト栽培として、直播栽培、疎植栽培を行うなど

積極的に活動を展開。現在は、実需者提携米

（業務用米）、千葉県の新品種「粒すけ」の栽培

に取り組むとともに、密播疎植等、生産コストの

低減や増収量、品質向上を目指し、活動を続け

ています。 

稲作研究会の会員は、現在、３７名。それぞ

れ地域における水田農業の担い手であり、会員

各自が米作りのリーダーとして活躍しています。 「一概に米作りと云われるが、これがまた奥深いです。育苗、

水管理、施肥または防除 一つひとつで、米作りは大きく変わってくる。研究会の先輩方に色々なことを教えても

らいました。」 と、現在、会長を務める 片岡 知幸 さん はそう話します。「後継者不足や米消費の減少、また

は、昨今の気象変動、ジャンボタニシ防除対策など様々な課題を抱えていますが、米作りは日本農業の根幹で

あり、米は日本人の食文化の中心となる作物です。大切な白子の米作りを、これからも守っていくために、その

先導的な役割を果たしていきたい。」 と、続けて抱負を語ってくれました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和２年１０月 

編集・発行／ 

白子町農業委員会 



 

農地中間管理機構 (農地バンク) を活用しましょう！ 
 

○農地中間管理機構（農地バンク）とは 

 担い手への農地集積・集約化を図るため、農地所有者と農業経営者の間に立ち、農地の中間的な受け皿となる農地中

間管理機構が各都道府県に1つ指定され、農地の集団化、経営規模の拡大、新規参入を進めています。 

 千葉県では、『公益社団法人千葉県園芸協会』が平成２６年４月１日付で県から農地中間管理機構の指定を受け、関係

機関・団体と連携して農地中間管理事業を実施しております。 

○白子町の担い手への農地利用の集積・集約化の現状 

白子町は平地農業地域で水稲を中心に施設園芸、露地野菜が主な農業経営体です。基幹的農業従業者の６５歳

以上の割合は６３％で、全国と同様に高齢化が進んでおり、また後継者不足による遊休農地の増加が懸念されて

います。こうした状況の中、将来も農地として守り活用していくためには、農地等の利用の最適化を推進するこ

とが重要になります。地域農業の担い手を明確にして、人・農地プランの作成や見直しを進め、担い手への農地

集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消及び新規参入の促進を図ることが必要になります。 

白子町農業委員会は、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」で、担い手への農地利用集積面積目標を

令和６年３月に５１％として定め、令和２年３月現在で３２．２％となっています。産業課と連携強化を図りな

がら、農地中間管理機構等を活用して目標達成に向けて取り組んでいきます。 
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『農の架け橋 地域と共に』 白子町農業委員会   


